
様式第２号－②会議結果通知 

               会議結果のお知らせ  

会議の名称 令和５年度第１回朝霞市地域公共交通協議会 

開 催 日 時 令和５年５月２９日（月）１６時００分～１７時２５分 

開 催 場 所 朝霞市産業文化センター ２階 研修室兼集会室 

出 席 者 

委員２８名 

（久保田会長、松尾副会長、遠藤委員、黒川委員、小瀧委員、 

秦野委員、細川委員、関根委員、稲生委員、松戸委員、中山委員、

村上委員、秋山委員、高橋委員、青山委員、大森委員、 

金子（睦男）委員、星野委員、渡辺委員、獅子倉委員、 

金子（八郎）委員、大塚委員、高野委員、須藤委員、櫻井委員、 

星加委員、増田委員、深澤委員 順不同） 

参考人５名 

（東武バスウエスト㈱ 島村氏、朝霞警察署 篠田氏、国際興業㈱

小川氏、積水化学工業㈱ 井上氏、飛鳥交通㈱ 野口氏） 

事務局７名 

（山崎都市建設部長、宇野審議監兼都市建設部次長兼まちづくり推

進課長、村沢都市建設部次長兼開発建築課長、髙橋まちづくり推進

課主幹、金井係長、海老名主査、髙橋主任） 

議 題 

議題 

（１）地域公共交通計画の進捗管理について 

（２）市内循環バスのダイヤ改正および運行計画の見直しについて 

報告事項 

（１）公共交通空白地区における取組状況について 

（２）交通事業者からの報告事項について 

その他 

（１）あさかリードタウンデマンド乗合サービスについて 

（２）公共交通の利用状況について 

（３）委員の改選について 

公開・非公開 公開 傍 聴 者 １名 

【会議概要】 

事務局から議題のとおり説明し、質疑応答を行った。 

 （委員との質疑応答は、後日の会議録に掲載） 

・地域公共交通計画に位置付ける各施策の進捗確認および今後実施を予定する施策等

について審議した。 

・令和６年４月からの改善基準告示の改正を踏まえ、令和５年度に市内循環バスのダ

イヤ改正の検討を行うこと、併せて、利用実態に応じた効率的な運行計画の見直し

に着手することについて審議した。 

・公共交通空白地区における先行検討３地区の取組状況について報告した。 

・東武バスウエスト㈱から、７月２２日より運賃改定を実施することについて報告が

なされた。 

・東武鉄道株式会社から、令和５年度中に朝霞台駅へのエレベーターの設置に向けて

工事に着手することについて報告がなされた。 

・国際興業株式会社から、深刻な運転手不足の状況により市内路線バス系統の減便、

廃止を検討していること、令和６年度市内循環バス「内間木線」に係る本市との協

定の締結ができないことの報告がなされた。 

・飛鳥交通株式会社から、あさかリードタウンデマンド乗合サービスの利用状況、ま

た今後有償化の運行を検討していることについて報告がなされた。 

・全国の公共交通の利用状況および市内循環バスならびにシェアサイクルの利用

状況について報告した。 



・令和５年６月末をもって現任期が満了となるが、次期の委員についても引き続

き現委員に引き受けていただきたいことについて説明した。 

問い合わせ

先 

（事務局） 

朝霞市都市建設部まちづくり推進課交通政策係   

担当者 金井・海老名・髙橋 

電話番号 ０４８－４６３－１１１１（内線：２２６５） 

ｅメール  mati_zukuri@city.asaka.lg.jp 

 


